
研究成里情報、 生産環境 ８

新技術
情報裳

自根の「清見」及び台木用カラタチの挿し
太盤捕持術の間雛

果樹 栽培

分類 ③

１．成果の内容

１）技術・情報の内容及び特徴

自根苗育成のための仮清見｣の発根に適した植物ホルモンの種類､

潰度及び台木用カラタチの発根容易な系統、挿し穂の処理法等を明ら

かにした。

（１）「清見」は、挿し穂基部をオーキシンに浸漬処理することにより

発根が促進される。発根促進効果の高いオーキシンの種類と澗度は、

ＮＡＡは１５０ｐｐｍ、２，４－，は１５ｐｐｍ，エＢＡは１５０ｐｐｍである。

（２）「清見」の６月挿しの場合、挿し穂は春枝先端を利用すると発根

率が良い。

（３）樹齢１５～１９年のカラタチ６系統のうちで「一才カラタチ」は発根

が容易である。

（４）樹齢３年のカラタチ中葉系の１年枝を挿し穂に利用した場合、長

さが８ｃｍから２０ｃｍの間ではい着葉数が多くなるほど発根が促進される。

２）技術・情報の適用効果

（１）「清見」の自根苗が育成でき、接ぎ木労力の省略が可能となる。

（２）カラタチの挿し木繁殖によって、均一な形質を持つ台木の生産が

できる。

３）適用範囲

かんきつ苗木生産地域及び研究機関

４）成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）発根率は、採穂母樹の樹齢や、同一品種でも挿し木時期により異

なる。

（２）冬季に挿し木する場合はカロ温が必要である。
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表２「清見」の挿し穂部位

による発根状況（平成元年）
表１オーキシンの種類と漁度が

－２４９－

注）①樹齢７年、柿し秘１年枝

②６月挿し木、期間３ケ月

③ＩＢＡ30ppmに２０時間浸潰

④供試本数３７本
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注）①樹齢３年、挿し穂１年枝
②７月挿し木、期間４０日

③ＩＢＡ150ppmに数秒間浸漬

4００．４００

９３０

％種類濃度 ～１ｃｍ～３ｃｍ３ｃｍ～

3００

２２

本 本本

５４１９

５５３５

９２１５

１８９４０

１６２５３６

７４２

７２１３

１２８４９

６１１１

０２０

先端部

中間部

基部

％
１
４
５
２
８
８
７
８
２
２

２
２
１
３
２
１
３
１

８
２
７

７
３
５

Ｐｐｍ

ＮＡＡ１５

ＮＡＡ１５０

ＮＡＡ１，５００

２，４－，１５

２，４－，１，５００
ＩＢＡ１５

IＢＡ３０

IＢＡ１５０

ＩＢＡ１，５００

無一処３塁一

3００

２３

８ｃｍｌ２ｃｍｌ６ｃＩｎ２０ｃｍ １枚２枚３枚

表３カラタチ系統間による
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発根の状況（平成元年）
系統

２．具体的データ
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注）①樹齢８年、挿し秘１年枝

②２月挿し木、期間３ケ月
③各処理液に数秒間浸潰
④根長は総発根数を示す
⑤用土：ハ°-ﾗｲﾄ､真砂土、イソライト

⑥供試本数９８～１０１本

⑦温室内で育成２５～１０℃
⑧１日１回噴霧１５分
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注）①樹齢１５～１９年

②挿し穂１年枝

③８月挿し木、期間５ケ月

④基部にルートンを塗布

⑤供試本数１３～３３本

表４カラタチ中葉系の発根に対する柿し穂長と着葉数の影響（平成２年）

供試本敷（本）
発根率（％）

柿し穂長鯛査項目 着葉数


